
第２学年数学科学習指導案

日 時 平成２１年１１月２５日（水）５校時

場 所 ２年Ａ組教室

生 徒 ２年Ａ組(男子19名 女子14名 計33名)

授 業 者 教 諭 伊東 孝志

１ 主題 ５章 図形の性質

２ 主題について

①教材観

数学的な推論の必要性と意味及びその方法を理解し、これを用いる学習は、図形の領域だけで行われる

ものではなく、他の領域でも必要に応じて行われるものである。しかしながら、数学的な推論の必要性と

意味の理解やその適用場面を考えると、具体的な図形を通して推論の過程等を視覚的にとらえることがで

きることなどから図形の領域が適している。

②生徒の実態

平成２１年度の標準学力調査の結果から、第１学年の平面図形の理解が不十分な生徒も見うけられる。

この単元で学び直しの場を設定し補充したいと考える。

平成２１年度の標準学力調査の内容で、内容別・領域別正答率の結果は次の通りである。

平面図形 空間図形 図 形

学 級 ５５．９ ６０．３ ５８．４

陸前高田市 ６１．７ ６０．１ ６０．８

全 国(昨年) ５６．０ ５８．４ ５７．４

③指導観

第２学年においては、推論の過程を正確に、しかも分かりやすく表現する能力を養うことが指導の大切

なねらいである。しかし、これは一挙に達成できるものではない。そこで、はじめは、根拠を明らかにし

て説明し伝え合う活動を通して、推論の過程を正確に、しかも分かりやすく表現することを大切にする。

そして、言葉や用語、記号を使うことに慣れるようにし、推論の過程を正確に、しかも分かりやすく表現

する能力を高めていく。

３ 単元の目標

単元の指導目標 単元の評価規準

平面図形の性質を三角形の 数学への関心・意欲・態度 【意欲・態度】

合同条件などをもとにして確 二等辺三角形や平行四辺形のいろいろな性質に関心をもち、それらを見出そうとする

かめ、論理的に考察できるよ 論証の面白さに気づき、三角形の合同条件を使って、二等辺三角形や平行四辺形の性質を

うにする。 調べたり、それらを確かめようとする。

数学的な見方や考え方 【知識・技能の活用力】

線分や角の等しい関係を証明するために必要な合同な三角形を見つけ出すことができる。

平行四辺形になるための条件を論証しながらとらえることができる。

平行線の性質をもとに、等積変形の手順を考えることができる。

数学的な表現・処理 【知識・技能の習得】

平行四辺形の性質や平行四辺形になるための条件を説明することができる。

ある定理の逆をいうことができる。

長方形、ひし形、正方形の性質を証明することができる。

円周角と中心角の間の関係を用いて、角度を求めることができる。

数量・図形などについての知識・理解 【知識・技能の習得】

直角三角形の合同条件、二等辺三角形、平行四辺形に関する性質や条件を理解している。

円周角と中心角の関係を理解している。



４ 指導計画

時 学習内容 本時（次）の目標 評価規準 言語活動

９ 平行四辺形の性質 平行四辺形の性質を理解し、 平行四辺形の性質を利用して証明 平行四辺形の性質を利用し

10 それを用いて図形の性質を証 するために必要な合同な三角形を て図形の性質の証明をする。

11 明することができる。 見つけ出し、証明することができ 【説明】

本 る。

時 数学的な見方や考え方

【知識・技能の活用力】

12 平行四辺形になる 平行四辺形になるための条件 平行四辺形になるための条件を明 平行四辺形になるための条

13 ための条件 を理解し、それを用いて、図 らかにしようとする。 件を利用して、平行四辺形

14 形の性質を証明することがで になることを考えようとす

きる。 数学への関心・意欲・態度 る。【説明】

【意欲・態度】

15 特別な平行四辺形 長方形、ひし形、正方形の性 長方形、ひし形、正方形のいずれ 四角形の包摂関係をとらえ

質を四角形の包摂関係をとら かであるかを説明することができ て説明する。【説明】

えて説明できる。 る。

数学的な見方や考え方

【知識・技能の活用力】

16 平行線と面積 平行線の性質を利用して、面 平行線の性質をもとに、等積変形 平行線の性質を利用して、

積の等しい図形をつくること の作図ができる。 面積の等しい図形をつくり

ができる。 数学的な見方や考え方 その説明をする。【説明】

【知識・技能の活用力】

17 基本の問題

５ 本時の指導

（１）本時の目標

平行四辺形の性質を理解し、それを用いて図形の性質を証明することができる。

（２）評価規準及び具体の評価規準

評価規準 具体の評価規準 「努力を要する」と判断される生徒への具体的な

Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる 対応・手だて

平行四辺形の性質を利用し 平行四辺形の性質を利用 平行四辺形の性質を利用 証明の流れをつかむ補助プリントを

て証明するために必要な合 して証明するために必要 して証明するために必要 用意し、それを利用して証明させる。

同な三角形を見つけ出し、 な合同な三角形を見つけ な合同な三角形を見つけ

証明することができる。 出し、見通しをもち的確 出し、根拠を考え証明す

【数学的な見方考え方】 な表現で証明することが ることができる。

知識・技能の活用力 できる。

（３）本時の指導の構想

①指導の構想

生徒が自ら課題を見つけ、それを解決させることで、数学的な考え方を育てたい。

②言語活動について

既習事項を基にして課題解決の見通しを発表したり、解決方法を証明の形で表現し説明する。



（４）本時の展開

段階 過 程 学 習 活 動 言語活動(☆) 評価(○) 留意点(●) 資料(◇)

導 課題把握 前時の課題の確認をする。 ●素直で正直な人間になるために。

入 前時までの学習内容の確認をする。 ●平行四辺形の性質の確認

１課題把握 課題設定

10分 ２課題設定 学習課題 ●学習課題を把握させる。

平行四辺形の性質を使って図形の性 元気だから大きな声が出るのではない

質を証明しよう。 大きな声を出すから元気になれるのだ。

展 課題追求 問題提示

開 ＡＢＣＤの対角線の交点をＯとし

Ｏを通る直線がＡＤ,ＢＣと交わる点

をＥ,Ｆとする。このとき

であることを証明しなさい。

３見通しをもつ 題意に合う図を書く。 ●題意に合う図形を書く力、仮定と結論を明確にす

る力、証明する力を伸ばすことがねらい。

●図を書くこと自体に数学的な考え方が必要とされ

るが、あまり深追いはしない。

４個人追求 結論になることがら（課題）を見つける。 ● OE=OF, AE=CF, ED=BF 以外は図形（平行四辺形）

５全体追求 の性質から解決できることを確認する。

６課題解決 解決方法を見通す。 ●合同な三角形を見つけさせる。

●証明の手順を確認する。

結論を OE=OF とし証明を進める。 ●補助プリントを必要な生徒に渡す。

35分 ●根拠として平行四辺形の性質が使われていること

を確認する。

言語活動

☆説明

解決方法の見通しを説明する。

証明をし、説明する。

評価の観点 数学的な見方や考え方

【知識・技能の活用力】

○平行四辺形の性質を利用して証明するために

必要な合同な三角形を見つけ出し、証明する

ことができる。

７定着 練習問題を解く。 [評価方法] 机間指導 発言 ノート等への記入

問題提示から出てきた課題の残り

（ED=BF）を結論とし自力解決する。

平行四辺形の性質を利用して証明をす ●結論はあらかじめ提示する。

る。

終 まとめ 本時のまとめをする。 ●本時の学習内容の確認をする。

末

８自己評価 本時の学習を振り返り自己評価をする。 ●評価の記入と内容の発表

5分

次時の学習内容を知る。


